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要旨 

ミネラルウォーターやお茶など，アルコール

やタバコとは違い依存症を引き起こす成分が入

っていない商品でも，特定の商品を飲めば飲む

ほど，その商品を中毒的に選択するようになっ

ていく．また，逆に，飲まなくなれば飲まない

ほど，加速的に飽きていく．このような特徴は，

商品だけではなく，TV 番組や利用施設に関する

好みや，金融市場や小売市場で見られる競争で

も共通して観測される．このような消費者の選

好（好み）の形成が，過去の選択に指数関数的

に依存していることを示す．この特徴は，中毒

状況の異なる個々の消費者の購買予測モデルを

構築するのに役立つ． 

 

１．はじめに 

 日々訪れる我々の様々な選択は，我々の過去

の選択履歴に依存してる．ある番組の第２話を

視聴するかは，第１話を視聴するかにもちろん

依存し，我々が研究テーマを決めるときも過去

に選択した研究テーマに依存する．このような，

過去の選択に依存した興味の移り変わりや忘却

の過程が実証面と理論面から研究されている

[1,2]．本稿では，商品や TV 番組等に関する選

択履歴データを用いて，様々な選択に共通する，

過去の選択に依存した興味の強化（中毒）と忘

却（飽きやすさ）の統計性を調べる． 

消費者行動に関するビッグデータは，POS や視

聴率といった，ある日時のスナップショットか

ら，オンラインストアやオンライン家計簿など

に蓄えれた購買履歴や，オンライン視聴による

視聴履歴といった個々の消費者の履歴が追える

ようなデータに変化してきた．これにより，消

費者をより細かく分類することが可能になり，

これまで消費者全体，あるいはターゲット層と

いう多数の消費者に向けて一斉におこなわれて

いた広告を，より個々の消費者向けにカスタマ 

 

 

 

イズして，オンラインで個々の消費者に届ける

ことができるようになってきた．また，購買履

歴を用いて商品評価をおこなうことが可能にな

った．水野らは，各商品のシェアよりも，各商

品のリピート購買率が，将来のロングセラーと

関係することを示した[1]．これは，新規顧客の

獲得よりもリピーターの維持のほうがコストを

抑えられ高収益が得られることを反映しており，

時々刻々と商品のリピート率をナウキャスティ

ング，フォーキャスティングすることで製造ラ

インをマネージメントすることが可能になった． 

リピート購買率（リピート視聴率）は，過去

の購入（視聴）履歴に依存して変化する．その

依存が，商品や TV 番組などに依存せず，共通し

て指数関数に従うことを， 株式会社アイディー

ズの顧客 ID 付き POS データと，株式会社ビデオ

リサーチのサンプル世帯の TV 番組視聴履歴デー

タを用いて示す．ここでは，30 分番組であれば

25 分間以上，60 分番組であれば 55 分間以上の視

聴を，番組を見たと定義する． 
 
２．リピート購買やリピート TV 視聴の統計性 
 条件付き確率を観測することにより，リピー

ト購買やリピート視聴などの統計性を調査する． 
 はじめに，500ml のペットボトルの緑茶のカテ

ゴリーにおけるリピート購買を調査する．この

カテゴリーに属する商品を購入したときに，あ

る商品 i を選択するか(+)，それ以外を選択する

か(-)に着目する．条件付き確率 Pi(+|+,+,-)は，３

回前の選択では商品 i を選ばず，前々回と前回で

は選んだ条件下で，今回，商品 i を選ぶ確率を表

す．同じく，条件付き確率 Pi(+|-,-,+)は，３回前

の選択で商品 i を選び，前々回と前回では選ばな

かった条件下での，今回，商品 i を選ぶ確率を表

す．過去に商品 i を連続して選んだ回数により，

どのように商品 i を選ぶ確率が強化されるのか，

過去に商品 i を連続して選ばなかった回数により，

どのように商品 i を選ぶ確率が減少するのかを観

測する．Fig. 1 は，過去に連続して選んだ（また

は，選ばなかった）回数と，今回の選択確率の

関係を示している．どの商品でも，過去に選ん 
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Fig. 1 ペットボトルのお茶における過去の購入

（または未購入）の連続回数と今回の購入確率 
 

 
Fig. 2 TV 番組における過去の視聴（または未視

聴）の連続回数と今回の視聴確率 
 

 
Fig. 3 お茶と TV 番組における過去の連続選択回

数と今回の未選択確率（片対数プロット） 
 

 
Fig. 4 お茶と TV 番組における過去の連続未選択

回数と今回の選択確率（片対数プロット） 

だ回数が増えるほど選択確率が上昇し，逆に選

ばないほど選択確率は減少している． 
 次に，TV 番組に関してリピート視聴を調査す

る．Fig. 2 は TV の番組選択において，過去に連

続して選んだ（または，選ばなかった）回数と，

今回の選択確率の関係を示している．Fig. 1 の商

品選択と同じ過去に依存する選択確率の特徴が

確認できる． 
 過去の選択履歴に依存する選択確率の上昇や

下降は，指数関数に従う．Fig. 3 と Fig. 4 は片対

数プロットであり，お茶 A も番組 N も直線にな

っていることが確認できる． 
 

1-P(+|+,+,…,+,-) ∝ exp( -a+ n+ ) + c+ 
P(+|-,-,…,-,+) ∝ exp( -a- n- ) + c- 

 
ここで，n+は連続して選択された回数を，n-は連

続して未選択であった回数を，そして，a+，a-，

c+，c- は関数の係数を表す． 
 このような過去の履歴に対して指数関数に従

う強化や忘却が起きる過程は，テーマパークや

動物園などの利用施設の選択や，金融市場や小

売市場における価格競争においても同じく観測

される． 
 
３．まとめと考察 
 近年，蓄積が進んでいる消費者の購買や視聴

の履歴データを用いて，購買や視聴の過去の履

歴への依存が，指数関数に従うことを明らかに

した．このような指数関数に従う特徴は，短期

記憶の自己フィードバックモデルで再現するこ

とが可能である．本学会では，指数関数に従う

統計性の報告とあわせて，このような統計性を

生成する動的な確率モデルを導入する．さらに，

モデルのパラメータの最尤推定と，モデルを用

いた個人の購買や視聴の予測精度と番組の評価

指標の提案についても報告する． 
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